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１．はじめに 





















内容から、アーサー・ランサム著 Old Peter ’s  Russian Tales,  1916（邦訳『ピーターお
じいさんの昔話』神宮輝夫訳、パピルス、1994）所収の "Alenoushka and her Brother"（神
宮訳のタイトルは「アレヌーシュカとワヌーシュカ」。以後、邦訳タイトルは神宮訳を用
いる）の再話であることが推定された。他の宇野の作品も検討したところ、同時期の『赤
い鳥』などの雑誌にランサムのこの本から再話したと推測される作品が 10 話確認された。 
宇野浩二（1891-1961）は、大正期から戦後まで活躍した人気文壇作家であり、童話作

















２．ランサム著 Old Peter’s Russian Tales 
アーサー・ランサム（1884-1967）は『ツバメ号とアマゾン号』シリーズで名高いイギ








な地位を獲得している。Old Peter's Russian Talesはランサムの代表シリーズである「『ツ
バメ号とアマゾン号』を凌駕する可能性がある」 5との評価も見られる。 
Old Peter's Russian Talesにはごく短い話も含めて 20 話が所収されている。再話した
昔話の原話の出典を、ランサムはNote（前書き）に、通俗絵本、アファナーシエフの民話
集、民俗学者の本と記している。収録されている昔話について調査したところ、20 話のう
ち英雄叙事詩を基とする「サトコ」を除く 19 話のうち 17 話は、アファナーシエフ（1826-71）
のНародные русские сказки, 1855-63『ロシア民話集』 6の中に類話が見られた（資料①
参照）。この 17 話について検証すると、ほぼアファナーシエフの文章通りに再話している
話が多いが、アファナーシエフにはないモチーフが加わっているものも見られた（例：

























宇野が 1924 年 4 月から翌年 9 月まで 4 誌に発表した 10 話の内容を比較したところ、全
てOld Peter's Russian Talesに原話が確認された。それぞれのタイトル、掲載誌、対応す
るランサムのタイトルは、資料②にまとめた。宇野はランサムの 20 話のうちの半分を再
話したことになる。発表した雑誌は、『赤い鳥』が 6 話、『金の星』が 2 話、『童話』が 1
話、『キング』が 1 話 9である。１年半の間に種々の雑誌に発表されていることは、当時の
宇野の童話作家としての人気を物語っている。  
最初の「姉と弟の唄」の末尾に、ロシアでピヨトルおじいさんが二人の孫に語った話で


































原話であるランサムの "The Hunter and his Wife"「狩人とその妻の話」は、アファナー





















































jumped up from the bench, and took his whip and gave his wife such a beating that 


























ランサムの "The Little Daughter of the Snow"「小さな雪むすめ」は、よく知られてい
るロシアの昔話「雪娘」が元になっていると思われる。「雪娘」は、おじいさんとおばあさ
んが雪で作った女の子の像が動き出し、かわいがられて美しく賢い娘に育つが、夏に焚き
火を飛び越して湯気になって消えてしまう話である。Andrew Lang著The Pink Fairy 
Book（1897）に ”Snowflake”として掲載されており、英語圏でも早くから知られていた。
日本にも明治期からロシア昔話として移入され 11、三重吉も「世界童話集」で再話してい


















宇野は章立てを行い、4 章に分けた。原書は小さなカット 1 箇所を含めて 14 頁であ

























物語の冒頭は、ランサムの原典では ”There were once an old man, as old as I am,…”
と昔話らしい始まり方なのに対して、宇野は「このお爺さんとお婆さんとが住んでゐた
村といふのは、大きな森のはづれにありました」と、童話風にはじめている。また、話
の締めくくりの文章も原典は ”... and some day, you know, when you are making a 






ランサムの雪むすめの描写の中に、 snowflake という単語が出てくるため、恐らく Lang






むすめが夜に踊る場面は、 ”And there she was, running about in the yard, chasing her 






































Old Peter's Russian Tales の 20 話には結婚に至る魔法昔話が 8 話あるが、宇野が再
話したのは 3 話にすぎない（「姉と弟の唄」「頓助の物語」「鳳凰の羽」）。しかも、
「姉と弟の唄」では、姉が助けてくれた商人と結婚するエピソードは省略されており、
他の 2 話も愛情表現は薄められている。  
②「正直じいさん・ごうつくばあさん」を強調  



























































4 ランサム『アーサー・ランサム自伝』神宮輝夫訳（白水社、1998）pp.209-216。  
5 ヒュー・ブローガン『アーサー・ランサムの生涯』神宮輝夫訳（筑摩書房、1994）p.139。  
6 A.N.アファナーシエフが 1855～63 年の間に、ウラジーミル・ダーリやロシア地理学協会の
資料などを基に編纂し、８回に分けて刊行した。多くのヴァリアントを含めて全部で 600 話
以上が所収されている。  
7 前掲『アーサー・ランサム自伝』p.216。  
8 前掲『アーサー・ランサムの生涯』p.141。  
9 『キング』は一般誌であるが、「（童話）不仕合せの神様」として掲載されている。なお、目
次には、「（お伽噺）不仕合の神様」と表示されている。  
10 収録回数の多い順に並べると、「雪だるま」（13 回）、「聞きたがり屋」（12 回）、「不仕合の
神様」（8 回）、「塔の上の畑」（3 回）、他は１回ずつである（「優しい娘の話」は所収なし）。
なお、「不思議な金魚」は、ランサムがプーシキン作「漁師と魚の物語」（金の魚）やロシア
昔話「金の魚」から再話した The Golden Fish を基にしていると推測したが、宇野にはよく
似た話で、後に発表した「元のとほりになる話」（漁師の話）も存在する。「元のとほりにな
る話」は原典をプーシキンと宇野が明記しているため、別の話として扱った。  
11 『少年世界』10 巻 3 号に「雪娘」（栗原薫花著、1904.2.5）が掲載された。拙著「明治期「少
年世界」にみるロシア─昔話および翻訳作品の考察─」（『梅花児童文学』9 号、2001.7）
pp.116-117。  
12 文章の細部を比較したところ、三重吉は Andrew Lang の The Pink Fairy Book, 1897 に所




14 澁川驍『宇野浩二論』（中央公論社、1974）p.298。  
15 水上勉「宇野浩二伝」（『水上勉全集』第 16 巻（中央公論社、1977）p.49。  
16 関口安義「宇野浩二の児童文学」p.76。  
17 増田周子『宇野浩二文学の書誌的研究』（和泉書院、2000）p.47。  
18 与田準一「詩歌と童話を愛する無類の文学者宇野浩二」『新日本少年少女文学全集』21 巻宇
野浩二集（ポプラ社、1959）p.260。  
19 宇野浩二編著『もとのとおりになる話─ロシア昔話』（大日本雄弁会講談社、1951）に Old 
Peter’s Russian Tales の「もとのとおりになる話［金の魚＝不思議な金魚］」「とぶことの
できるふね」「びんぼう神」が所収されているが、「もとのとおりになる話」はプーシキン




20 Old Peter’s Russian Tales は、渋澤青花「二十銭童話文庫」シリーズ所収の「ロシア」と
記されている「空を飛ぶ船」「塩」「雪娘」 (1926 年 )の原典にもなったと推測される。  
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1 姉と弟の唄 『金の星』6巻4，5号 1924.4.1，5.1
2 頓助の物語 『赤い鳥』13巻2号 1924.8.1
3 不思議な金魚 『赤い鳥』13巻3，4号 1924.9.1，10.1
4 雪だるま 『赤い鳥』14巻2号 1925.2.1
5 森の頭になる話 『金の星』7巻3，4号 1925.3.1，4.1
6 聞きたがり屋 『赤い鳥』14巻4号 1925.4.1
7 塔の上の畑 『赤い鳥』14巻6号，15巻1号 1925.6.1，7.1
8 鳳凰の羽 『童話』6巻8，9号 1925.8.1，9.1
9 優しい娘の話 『赤い鳥』15巻3号 1925.9.1













































The Hut in the Forest
章の英文タイトル
資料①『ピーターおじいさんの昔話』所収の話と推測される原典










Spring in the Forest
Little Master Misery
The Stolen Turnips, the Magic
Tablecloth, the Sneezing Goat,
and the Wooden Whistle
Prince Ivan, the Witch Baby, and
the Little Sister of the Sun
The Tale of the Silver Saucer
and the Transparent Apple
The Cat who became Head-
Forester
Baba Yaga／Baba Yaga and the
Little Girl with the Kind Heart




The Little Daughter of the Snow
The Christening in the Village
Salt
The Three Men of Power—
Evening, Midnight, and
Sunrise.
The Hunter and his Wife
The Fire-Bird, the Horse of
Power, and the Princess
Vasilissa
Alenoushka and her Brother
Who lived in the Skull?
The Golden Fish
A Chapter of Fish
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